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富岡町民劇サポート
2019年10月29日。富岡町民劇が、渋谷区国立オリンピック記念青少年総合セセンターにて
「おばあちゃんが帰る日」を公演。ごしごし福島は、富岡町民劇をサポートしました。

民劇スタッフとごしごしスタッフ。



富岡町民劇サポート
大谷先生の大学から、学生が手伝いに来てくれました。



富岡町民劇サポート
ゴシローも応援！



富岡町民劇サポート
観に来てくださった方々が、桜のカードにメッセージを書いて、富岡町で咲き誇る桜の写真の上に貼りました。



富岡町民劇サポート
第一回公演のDVD化へのサポートもしました。

←



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート

公演前。念入りに最終確認。



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート

おばあちゃんが避難先から、富岡町に帰って来たシーンから始まります。

スーパーで。

海で。



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート

高校で。富岡高校の校歌を歌います。 久しぶりに会った先輩後輩。



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート

老人会の有志による踊り。

イノシシ親子との出会い。



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート

それぞれの決意。

みんなで合唱。

エンディング。 最後に、代表の青木さんからご挨拶。



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート
会場に、立派なお花も届きました。



富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート
公演の翌日（ 2019年10月30日）の朝日新聞より。



楽しみにしていた富岡町の方々による町民劇・・・
言葉ではうまく表現できませんが・・・
皆様の様々な思いを少し感じることができました。
自然災害の地震でありましたが、
原発事故は、やはり、違う・・・
ふるさとを離れなくてはならなくなった
皆様のお心は、はかりしれない思いで、心痛みました。
ここ最近の千葉県が受けた３つの自然災害と
少し重なりながらも・・・
様々な場所で、様々な思いをされている方々が、
お互いに心寄り添い、支えあっていく
心のつながりの大きな流れを感じ、

それがどんどん、日本中に
広がっていきますように・・・と、
上演が終わって思いました。
（千葉で台風と大雨の被害を立て続けに受けた直後に
舞台を観に来てくださった方）

最後の歌でなんだか涙が込み上げてきました。
プロがやっているものとはまた違う、
なんというか、人の『思い』って、
やっぱり人の気持ちを動かすものですね。
みなさんもいろんな思いをもって
7年過ごしてきたうえでのことだものね。
このお芝居が続いてくれることを願っています。

実際に経験されて、かつ今もその中で
生きていらっしゃる方々の本物の思いが舞台から
伝わってきて圧倒されてしまいました。
いっぱい印象的な場面はあったけど、
私も最後の歌のシーンは泣けてきました。
子どもたちも、来て良かった！
って心から言ってたよ。
間違いなく彼らの中に残ったものが
あったと思います。本当にありがとうね。
（子どもを二人つれて来てくださった方）

富岡町民劇「おばあちゃんが帰る日」レポート
観てくださった方々の感想。


